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アジェンダ
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□ はじめに（5分） 

□ 本論（25分）

フィットネス業界を学ぶ

~アフターコロナで業界を待ち受ける課題は？～

□ 事例企業説明（15分）

～どうやって課題に対応しているか？～

□ 個人ワーク（20分）

□ チームディスカッション（15分）

□ 発表＋予備（10分）
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自己紹介

氏名

経歴

森貞 博貴（もりさだ ひろき）

1995年4月大阪生まれ。
大阪大学人間科学部卒業。

2018年4月上場アミューズメント企業に入社し、
北海道のアミューズメント施設で勤務し、ゲームセ
ンター・キッズインドアプレイグラウンド・スポーツエン
ターテインメント事業を経験。
その後、コロナ真っ只中で経営管理を担当。
診断士合格後に経営戦略チームに異動し、現職
に至る。

・中小企業診断士 令和3年度合格
‐令和5年4月より、東京協会 城南支部 所属

ほか、2級FP技能士・日商簿記2級・サービス接
遇検定準1級取得。
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➁お笑い（見るほう専門）
お笑いプレミアム会員にも入っています！

➀岩盤浴・ロウリュウ
月に1～2回行かないと体が悲鳴を上げます涙

自己紹介 ～趣味～

Copyright Hiroki Morisada

➂音楽・ライブ
（見るほう・演奏するほう）

➃野球観戦
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• フィットネス業界の未来を考えたい

人生100年時代、フィットネスの今後担う役割は大きい。

一方で、フィットネス業界は事業継続の難易度が非常に高いレッドオーシャン領域である。

そのような領域の中でもがく企業を財務視点から分析し、今後のフィットネス業界に関わる中
小企業様の支援に役立つきっかけとしたい。

＋私自身もフィットネス業界への新規事業を現業にて計画中。

 この発表を通じてフィットネス業界へのより深い理解をしたいと考えている。

参加者の皆様の知見もいただきながら、この時間を一緒に有意義にできればと思います！

今回の発表の目的



フィットネス業界に
ついて

Copyright Hiroki Morisada
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の前に。。。
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「フィットネス」と聞くと何を思い浮かべますか？？
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Copyright Hiroki Morisada 上記は「フィットネス」で検索して出てきた「いらすとや」の画像たち

筋トレ・ダイエットのための運動、

というイメージが強いかもしれません
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フィットネスとは？

• 健康。また、健康や体力の維持・向上を目的として行う運動。※1 (日本でのニュアンス)

• 「健康であること、体調が良いこと」または「適切性、ふさわしさ」 ※2 (英単語に則った意味)

キーワードは健康。

運動はフィットネスを実現するための手段の意味合いが強い。

ちなみに似た言葉にエクササイズがある。その意味を確認しても、フィットネスは運動行為そのものでなく、「健康」
を目指す営みであると捉えられる。

・エクササイズは「運動」に意識の重点を置いたトレーニング。

・フィットネスは、運動はもちろん「健康」に意識を向けた、食事を含むトータルトレーニング。※3

フィットネス＝運動ではない？

※1出展：小学館「デジタル大辞泉」

※2出展：fit（フィット）とfitness（フィットネス）の意味と使い方 | ネイティブと英語について話したこと (talking-english.net)

※3フィットネスの意味は？エクササイズとの違いを紹介！ (spojoba.com)

フィットネスを運動ではなく「健康な状態になること」と捉えて、事例企業を見ていきたいと考える。



フィットネスの領域はウェルビーイングと密接に関連し、健康へのアプローチが様々な方向から実践されてい
る。今回はその中でも環境変化の中で「フィットネスクラブ≠運動だけをする場所」に向けて、様々なチャレ
ンジをしているスポーツクラブに着目する。

11

実は広い！？フィットネスの領域

自宅 トレーニング フィットネスクラブ トレーニング

睡眠領域リラクゼーション領域 食事領域

トレーニング
領域

今回の重点領域
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フィットネスクラブの歴史

日本におけるフィットネス業界は1960年代の東京オリンピックを機に登場。以後、ブームも後押しし、日
本全国に展開。

参照：【History】まずはここから！フィットネス業界の歴史 | スポーツ・フィットネスの就
職・転職のための求人情報や資格・養成情報ならフィットネスジョブ (fitnessjob.jp)

• 1969年
• 事例企業「セントラルスポーツ」

創業

• 1980年代以降
• クラブの大型化・一般化が進み、

多種多様な業態が誕生。

• 1990年代
• バブル経済崩壊後の消費の冷

え込みとともに、ビジネスモデルの
見直し

日本のフィットネスクラブ産業史 | Fitness Business (fitnessclub.jp) より
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フィットネスクラブの歴史・市場規模

• 市場規模：4,503億円（2022年）

90年代後半以降も、フィットネス領域はライフスタイル・ブームといった外部環境の影響を大きく受けなが
らも、変化に適応して市場を拡大させてきた。そして、コロナウイルス蔓延による影響を大きく受けた領域。

➀
業界
再編

➁
ヨガ

ブーム

➃
健康需要

増大

➂
景気低迷

ライフバランス変化

➄
コロナ禍
発生

「フィットネス売上推移」
（『レジャー白書2022』よりFitnessBusiness 編集部にて作成したものを引用）
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この中でフィットネスクラブの全盛期（2019年）の5000億に近い市場は？？

➀文具・事務用品 ➁家庭用ゲーム ➂豆腐

BREAK TIME



業界を待ち受ける課題は

Copyright Hiroki Morisada
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フィットネスクラブの直面する問題

□主要な問題

• 競合によるレッドオーシャン化

• MD差別化が難しく、価格競争が深刻化

• 会員制ビジネスの限界

• フィットネス参加率の低さ（日本は3％）

フィットネス領域は競合多数かつ、設置MDのコモディティ化により他企業との差別化が非常に難しく、安
い、近い、楽の3文句が差別要素になっている業界である。

次項より発表者所感も交えて説明



17

問題➀：レッドオーシャン状況

フィットネス領域は複合型（プール等併設）、24時間ジム、オンライン、ヨガ、パーソナルなど、幅広い形
で展開。2000年代からは差別化を狙ったコンセプト型も増加傾向にある。

レッドオーシャン理由

• 健康需要の高まり

＋

• 参入障壁の低さ
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問題➁：価格競争の深刻化

トレーニングマシンの差別性が少なく、業界のコモディティ化が進行。決められた立地で勝つため、近隣施
設との金額による競争が深刻化している。また、差別化要素であったトレーナーによるプログラムも人材不
足の問題を顕著に受けている。

差別化要素を
見出すには？

取り組み 問題

Product

新コンテンツの導入
新コンセプトでの展開実施

高い投資がかかる可能性大
洗練された事業アイデアが求められる

マシンの稼働維持
清潔感ある空間の確保

顧客への価値がなかなか可視化されにくい

Place 好立地への出店
出店場所の確保の不確実性

好立地＝高単価によるPriceへの影響

Promotion 体験後のイメージの可視化 そもそもの差別化要素の明確化が必要

People トレーナーによる付加価値提供 トレーナーの人材不足

Process DX化による効率化

従来の課題＋DX化による無人化運営の加速でより差別化が困難になり、価格競争へ
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問題➂：フィットネス会員の状況

コロナ禍を経て、幽霊会員と呼ばれていた層が一斉に離脱。加えて、コロナ明けのライフスタイルの変化に
より、会員費に依存したビジネスが行いづらくなり、転換期にある。

（『特定サービス産業動態統計調査』より発表者作図）

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

フィットネス会員数推移

会員数

（人）

会員離脱層
50万人
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問題➃：フィットネス参加率

日本は世界各国と比べると、公的医療保険・フィットネスへの考え方から、フィットネス参加率がわずか
3％と低い状況である。

□主な要因

• 公的医療保険の視点
• 参加率の多い米国は民間保険が中心で無保

険の人の割合が多い。

• 国土と建築費用
• 米国と異なり広大な敷地を有していない（→

建設費用も掛かり、利用費用が他国より高い
傾向に。）

• フィットネスへの国民の考え方
• フィットネスの目的はダイエット

• 健康をサポートする場という意識が浸透しない。
（歯医者と同じ理論） ※1：世界に圧倒的な遅れをとっている日本のフィットネス参加率。壊せ、既成概念を。フィットネ

ス参加率を増進する「PROJECT 3%→10%」始動！ | 株式会社hacomonoのプレスリリー
ス (prtimes.jp)
※2：日本のフィットネス参加率が低い理由は？ 対策や課題を詳しく解説｜ ATカンパニー株式
会社 (a-t-company.jp)

参加率3.3%・世界30位（アメリカの5分の1）



フィットネス業界
事例企業

Copyright Hiroki Morisada



の前に。。。
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事例企業で紹介できないチャレンジングな会社を知る

23

□Nobitel

1993年自動車販売事業として創業、多角経営を行い、2006年よりヘルスケア領域に進出

2021年9月1日より、2002年より使用していた㈱FUBIC（フュービック）から㈱nobitel（ノビテル）に社名
変更。

従来スポーツクラブでもしていたストレッチに完全特化した新しいフィットネス施設「Dr.Stretch」が240店舗まで
拡大。加えて、2020年には「伸ばす」に特化したストレッチピラティス施設「WECLE」を展開開始。

ヘルスケア領域からスポーツクラブ業界にも幅を広げている。

今後は過去最大の資金調達を実施し、国内に加えてアジアを中心に海外の出店計画を強化する。

BREAK TIME

※：株式会社nobitel ニュースリリース
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□ティップネス（直営143店舗を持つフィットネスクラブ準大手。）
1986年10月、サントリーホールディングス株式会社（現在）の子会社として株式会社ティップネスを設立。

2014年に日本テレビグループ入りし、現在に至る。（買収額244億。）

コロナ禍に対し、ティップネスが持つ強みを生かし、フィットネスクラブに限らない新たな模索を開始。

➀㈱エクスフィットと連携し、ティップネス全面監修の本格宅トレゲームソフトを展開。

➁吉本興業と連携し、人気芸人と一緒にフィットネスができる「スマイルフィットネス」を提供開始。※2

➂ダンサーSAM（TRF）と協働開発したディスコ×フィットネスコンテンツをオンラインで配信開始。

BREAK TIME

事例企業で紹介できないチャレンジングな会社を知る

※1：株式会社 ティップネス (tipness.co.jp)ニュースリリース

※2「お笑い」×「フィットネス」が生み出す相乗効果。吉本興業株式会社と株式会社ティップネスの取組 | エンタメ | Sport in Lifeプロジェクト
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□フィットネスのゲーム化

サイクルフィットネスアプリ【ZWIST】 ステルス・コア・トレーナー

BREAK TIME 最新のグローバルトレンドは？

事例企業で紹介できないチャレンジングな事例を知る

※1：Zwift | The Indoor Cycling App for Smart Trainers & Bikes

※2ゲームしながらお腹痩せが目指せる！ハイテクなエクササイズマシンが海外で注目 - フロントロウ ｜ グローカルなメディア (front-row.jp)

□オムニチャネルフィットネスの推進 ティップネスのオンラインフィットネス「torcia」

・クラブの中だけでなく、クラブ外も支援

⇒フィットネスに関わるカスタマージャーニーを構築



改めて
フィットネス業界
事例企業

Copyright Hiroki Morisada
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始めに：フィットネス財務分析の留意点

• 共通項目（チェックポイント）
• コロナ禍の影響は全施設において発生。借入金による事業存続で打開の一手をどう

打っているかを見てほしい。

• 事業特徴
• 固定費型のビジネスであり、初期投資がかかる。

• 会員制ビジネスが主流であり、新規獲得が常態的に求められる。

フィットネス財務分析の前段で話した問題・課題を踏まえて、コロナ前後での変化をぜひ見てみながら、
分析をしてもらいたい。
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事例企業 一般財務情報

RIZAPグループ※ セントラルスポーツ カーブスホールディングス

決算月 2023年3月 2023年3月
2023年8月

(20/3にコシダカグループか
ら分離独立。単独上場)

本社所在地 東京都新宿区 東京都中央区 東京都港区

売上 160,519 43,602 30,022

営業利益 △4,495 1,850 3,852

当期純利益 △12,733 793 2,551

従業員数 4,606(臨時2,652) 1,018(臨時2,662) 568(臨時91)

総資産 142,691 42,565 39,111

フリーキャッシュフロー △6,859 1,751 4,029

Copyright Hiroki Morisada

金額単位：（百万円）

※RIZAPはIFRS導入企業。（次ページ参考を参照）
 当期純利益は親会社の所有者に属する当期純利益を記載
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留意点：IFRSを考慮した調整項目について

Copyright Hiroki Morisada
※RIZAP FY22 FY23 決算説明資料より

IFRSは日本会計基準とは特別損益・リース会計にて差異あり。この中でコロナ禍の影響を大きく受ける
特別損益について、本発表では調整を実施。（RIZAPグループのみ該当）

本発表では振替項目が有価証券報告書内で確認できたこ
と、コロナ禍の特損が競合との比較参照の中で大きな影響と
なるため、調整を実施。
（IFRSその他収益/費用の特別損益への再振替）

本発表では振替項目が有価証券報告書内で分解困難で
あることから調整は実施しない。



事例企業紹介

Copyright Hiroki Morisada ※以後参照：事例企業HP・決算報告書
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事例企業➀ RIZAPグループ(1/5)

2003年4月に健康用品の通信販売を目的として設立。(当時社名：健康コーポレーション株式会社)
現在では健康に関わる多岐の領域で展開を行うフィットネスクラブ大手。
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事例企業➀ RIZAPグループ(2/5)

他事例企業との大きな差異はインベストメント事業の存在と新業態『chocoZAP』への投資の金額とス
ピード感。
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事例企業➀ RIZAPグループ(3/5)

近年は『chocozap』の出店が加速。会員数も右肩上がりとなり、拡大フェーズの真っただ中の状況。
出店に関してはFY23 4Qは計画的な出店を抑制し、FY24以降に再加速を予定。
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事例企業➀ RIZAPグループ(4/5)

拡大フェーズも進み、『RIZAP』サービスへの相互流入も始まっている。
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事例企業➀ RIZAPグループ(5/5)

計画上では今後、回収フェーズへ入っていく。
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事例企業➁ セントラルスポーツ(1/3)

1969年創業。全国243店舗を持つ大手フィットネスクラブ事業者
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事例企業➁ セントラルスポーツ(2/3)

他事例企業との大きな差異は事業として『スポーツ』の領域で子供向け・レジャー・介護予防事業も展
開。
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事例企業➁ セントラルスポーツ(3/3)

直営以外にも店舗範囲を展開。直近売上も右肩回復を継続。
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事例企業➂ カーブスHD (1/4)

1992年に米国で誕生し、2005年2月にカーブスジャパン設立。コシダカグループの連結子会社であった
が、20年3月にスピンオフによる分離独立。
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事例企業➂ カーブスHD (2/4)

他事例企業との大きな差異はカーブス事業への注力及び、フランチャイズ展開をしている点。
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事例企業➂ カーブスHD (3/4)

領域を限定し、圧倒的顧客指示を獲得。
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事例企業➂ カーブスHD (4/4)

コロナ禍以降、メンズ領域、海外への展開も視野に入れ、カーブスの持つコアコンピタンスを意識した展開
を実施。



ワーク

Copyright Hiroki Morisada
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ワーク

• 1. 着目した経営課題：理由とどういう傾向が感じられるか。

• 2. 自分が株主として、株式投資したいのはどこか。

投資するうえで判断したポイントはどこか

• 3. その他、気づいた点はあるか。
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THANK YOU!



APPENDIX
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RIZAP FY18→19の変化
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RIZAP コロナ禍対応
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RIZAP FY22→23の変化
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